
中間休みを利用して、カター

ルガスからいただいたスクー

ルバスの贈呈式を行いました。

カタールガスからは、広報部

長のマンスール様他３名の役

員の方がお見えでした。また

今回のスクールバス寄贈のた

めにご尽力いただいた丸紅の

岩田支店長様はじめ、新村参

事官様・秋山日本人会長様・

田中運営理事長様にもご出席

いただきました。その上、日

本人会役員会・運営理事会理

事の皆様にも多数ご出席いた

だき、立派な贈呈式にするこ

とができました。

式の中では、子ども達一人

一人が書いたお礼を代表の言

葉とともに渡し、全員で心を

込めた音楽発表を行いました。

最後に、いただいたバスを

バックにみなさんと一緒に記

念撮影を行いました。

お客様が多いのはドーハ日

本人学校の特徴でもあります

が、今回は本当に多くの方が

お見えになり、子ども達もず

いぶん緊張した様子でした。

しかし、そんな中でいつも以

上に素晴らしい音楽発表を披

露してくれました。

贈呈式後、皆さんの雑談の

中で「子ども達の発表がとて

も素晴らしかった！」と、何

人もの方から誉めていただき

ました。子ども達の頑張りが、

見ている方にも伝わったもの

ととても嬉しく思いました。

バスをいただいたことはも

ちろん、子ども達に貴重な発

表の場を与えていただいた皆

様に、心から感謝申し上げま

す。また、多くの方に支えて

いただいていることを忘れる

ことなく、これからも子ども

達とともにいろいろなことに

挑戦していきたいと思います。

第８８号 校長室便り 平成２２年１１月７日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

十
一
月
の
詩

○
小
学
部
高
学
年

「
ど
こ
に
も
秋
が
あ
る
」サ

ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー

ゆ
れ
て
る
す
す
き
に

秋
が
あ
る

さ
ら
り
と
し
て
い
る

秋
が
あ
る

と
び
た
つ
イ
ナ
ゴ
に

秋
が
あ
る

さ
び
し
い
み
ど
り
の

秋
が
あ
る

友
と
歩
く

友
と
歩
く

そ
の
足
音
に
も

秋
が
あ
る

誰
か
を
呼
ぶ
手
に

秋
が
あ
る

答
え
る
返
事
に

秋
が
あ
る

流
れ
る
小
川
に

秋
が
あ
る

浮
い
て
る
木
（
こ
）
の
葉
に

秋
が
あ
る

友
と
唄
う

友
と
唄
う

そ
の
唄
声
に
も

秋
が
あ
る

遠
く
の
け
む
り
に

秋
が
あ
る

消
え
て
く
色
に
も

秋
が
あ
る

た
だ
よ
う
匂
い
に

秋
が
あ
る

静
か
に
し
み
こ
む

秋
が
あ
る

友
と
仰
ぐ

友
と
仰
ぐ

そ
の
青
空
に
も

秋
が
あ
る

感謝の気持ちを込めて音楽発表

マンスール広報部長のあいさつ

たくさんのお客様が見えました



学習指導要領改訂のポイン

トとして、もう１つお知らせ

しておかなければならないこ

とがあります。それは「言語

活動の充実」についてです。

言語活動は、知的活動（理

論や思考）・コミュニケーショ

ン・感性や情緒の基盤となる

ものです。そして子ども達の

思考力・判断力・表現力等を

はぐくむためには、以下のよ

うな学習が必要になります。

○体験から感じ取ったことを

表現する。

○事実を正確に理解し伝達す

る。

○概念・法則・意図などを解

釈し、説明したり活用した

りする。

○情報を分析・評価し、論述

する。

○課題について構想を立て実

践し、評価・改善する。

○互いの考えを伝え合い、自

らの考えや集団の考えを発

展させる。

これらは国語科だけで学習

するものではありません。そ

れぞれの教科の力をつけてい

くための言語活動充実なので

す。そのための手段として、

これまで取り入れていた学習

方法や慣れ親しんでいること

にも、指導する側は自覚的・

計画的・意図的に行うという

ことが大切になります。

例えば算数・数学や理科、

社会の授業にも各教科の特性

を表す記号や用語がいろいろ

とあります。それらを正しく

身につけさせ、きちんと使え

るようにすることが求められ

ているのです。ですから国語

科をはじめ各教科等において、

知識・技能を活用してレポー

トの作成や論述を行うなどの

活動が多く取り入れられるよ

うになってきているのです。

ドーハ日本人学校では、各

教科の学習や行事においても

言語活動の充実を意識してい

ます。子ども達の思考力・判

断力・表現力等を伸ばすため

の手立てを、今後も工夫して

いきたいと思います。

第８９号 校長室便り 平成２２年１１月８日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

十
一
月
の
詩

○
中
学
部

「
汚
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た
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」
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日
も
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か
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）
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汚
れ
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ま
つ
た
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は

な
に
の
ぞ
む
な
く
ね
が
ふ
な
く

汚
れ
つ
ち
ま
つ
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悲
し
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は

倦
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（
け
だ
い
）
の
う
ち
に
死
を
夢
む

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

い
た
い
た
し
く
も
怖
気(

お
じ
け)

づ
き

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に

な
す
と
こ
ろ
も
な
く
日
は
暮
れ
る
…

音楽は貴重な表現力育成の場面

昨日のリコーダー演奏の様子

１２月３日の学習発表会に向

けて、少しずつ練習にも力が入っ

てきました。今日は全校英会話

の授業が行われ、発表に向けて

の準備が進められました。

本格的な練習が始まるのは、

ハッジホリデーが終わってから

になると思いますが、子ども達

は意欲満々といった感じで練習

に励んでいました。

子ども達の取り組みの様子等

については、これからも折に触

れてお知らせしていきたいと思

います。

低学年の発表練習風景

学習発表会に向けて



先日「ハッピーのおくりも

の」という本をいただいたこ

とを紹介しました。送り主で

ある湯山様に図書寄贈のお礼

にあわせ、その後子ども達が

何人も本を借りて読んでくれ

ていることなどをお知らせし

たところ、次のようなメール

が返ってきました。

本のことを気にかけてくだ

さって心より感謝しておりま

す。つたない本でも、新しい

図書室の本棚に加えていただ

き、何かのお役に立つことを

嬉しく思います。

このようなことを申し上げ

てはいけないと思うのですが、

国内外合わせて１００校ほど

寄贈しておりますと、どうし

ても学校の対応の違いを感じ

てしまうのです。正直なとこ

ろ、お礼の言葉をくださる方

が少ないのです。

特にものの豊かな国内では、

ご迷惑なのかもしれないと自

信をなくすこともあります。

突然お送りしているのですか

ら、それは当然だと思ってお

ります。でも、日本人学校に

著名な方が本を寄贈なさった

とき大きく取り上げられてい

て、無名の私には何もなかっ

たときは、とても悲しく思え

たことがありました。ですか

ら、なおさら私の思いを受け

止めていただけたことが、本

当に嬉しく涙がこみ上げてく

るのです。

１匹の犬を通して多くのこ

とを学び、１冊の本によって

こうして先生・子ども達との

嬉しい一期一会の出会いがあ

りました。感謝せずにはいら

れません。

ご恩は生涯忘れられません。

直接お礼が申し上げられなく

て残念です。

このメールをいただいたと

き、正直私も驚きました。本

をいただいたことに対して、

お礼の気持ちを表すのは当然

のことです。それに対してこ

こまで喜んでくださるとは思

いもよらないことでした。い

ろいろなものに恵まれ、何で

もしてもらうことが当たり前

のように感じることが多い今

の時代だからこそ、感謝の気

持ちを表すことを忘れてはな

らないと改めて考えさせられ

ました。

「ありがとう」という言葉に

は不思議な力があると思いま

す。その言葉を使うと、必ず

良いことがはね返ってくるよ

うに感じています。

本をいただいた上に温かい

気持ちにも触れさせてもらい、

とても嬉しくなりました。こ

れからも、今まで以上に感謝

の気持ちを大切にしていきた

いと思っています。

第９０号 校長室便り 平成２２年１１月９日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

本棚がほとんど埋まりました

今日は１時間目に、学習発

表会で行うアラビア語劇と歌

の練習がありました。台詞が

まだ完全に自分のものになっ

ていないせいか、声の大きさ

にも自信のなさが現れていた

ように思いました。低学年の

歌には、良く覚えるものだと

感心してしまいました。

これから練習を積んで、もっ

ともっと素晴らしいものにし

てくれると期待しています。

アラビア語の発表練習

本の整理をしてる図書委員 教室で行う朝読書の様子



昨日の午前中、ドゥハイル

男子校から先生方５名・児童

生徒５名の計１０名の皆さん

が、ドーハ日本人学校の見学

にこられました。時間的には、

１時間目の途中から３時間目

の終わり頃までで、熱心に各

クラスの授業の様子を参観さ

れたり、学校運営についての

質問をされたりしました。

どうして日本人学校を訪問

しようと思われたのかを聞く

と、日本の文化・子どもの教

育やしつけに関して興味があ

り、学ぶべきところがたくさ

んあるからということでした。

しかし、日本人学校ができて

いたということを最近まで知

らなかったそうです。５人の

先生方の中に、以前日本人学

校で働きたいと言ってこられ

た方がおられ、その方を通し

て日本人学校のことを知り、

ぜひ見学をしたいということ

になったようです。その方は

日本人学校での働き口はなかっ

た訳ですが、違う形でつながっ

ているということに不思議な

縁を感じました。

見学に来られたときにちょ

うどアラビア語の発表練習を

していて、皆さんとても興味

深く見つめておられました。

練習をしていた子ども達も、

思わぬお客さんに驚いた様子

でしたが、自分たちのアラビ

ア語が理解してもらえるのか

どうかを確かめる良い機会に

なりました。

見学に来た子ども達の感想

がとても印象的でしたので紹

介します。

○どうしてあんなに静かにき

ちんと授業を受けることが

できるのか。

○授業中の姿勢がよい。

○ルールを守っている。

これらは、日本の学校では

当然のこととして誰もが身に

つけていることで「学習規律」

とよばれるものです。この学

習規律が守られているという

ことが、集団での授業が成立

する大前提です。

ところが、この点が日本国

内でも当然とは言えない状況

が徐々に現れてきています。

きちんと席に着いていること

ができない、周囲の状況に合

わせた行動ができない等、自

分勝手な行動を押さえられな

い子どもが少しずつ増えてい

るのです。

もともと子どもというのは

そういうものですが、集団生

活の中で自然と身についてい

くものです。それが学年が進

んでもなかなか身につけられ

ないとなると、授業にも支障

を来すようになります。

そういう基本的な面でも、

子ども達の姿が良い印象と影

響を与えたことは、とても素

晴らしいと思います。

第９１号 校長室便り 平成２２年１１月１０日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

プレゼントをいただきました

久しぶりの雷雨で今回も校

舎への影響がありました。雨

漏りが壁を伝い汚れてしまっ

たり、停電になったりしまし

た。雨の影響は、校舎の不具

合に直接つながる恐れが大き

くとても心配です。

子ども達の学校生活に影響

が出ないように、安全な環境

を整えることには日頃から気

をつけていきたいと思います。

「雷雨」の影響で

アラビア語の歌を聞いてもらったよ やってきた５人の子ども達と 壁を伝った雨漏りの跡


